
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【児童質問紙】

小中一貫教育の導入に向けて、検討委員会の開催、組織の発足を予定
「学力向上推進委員会」における各種調査の結果分析や「長沼町学習規律試案」の検証
「外国語教育推進委員会」における小・中の学習連携の推進

算数Ａの「数と計算」、「数量関係」、算数Ｂの「数
と計算」、「数量関係」で全国を上回っている。

「授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されてい
たと思いますか」という質問に対して、「当てはま
る」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児
童の割合が全国及び全道を上回っている。

「授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を
計画的に取り入れましたか」という質問に対して、
「よく行った」と回答した学校の割合が全国及び全
道を上回っている。

■長沼町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：5、児童数：75名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

授業の中で教師が目標（めあて・ねらい）を示
す活動を計画的に取り入れたことにより、児
童が目標（めあて・ねらい）を意識して学習に
取り組むようになり、学習内容の理解につな
がり、国語Ａの「書くこと」、「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」、国語Ｂの
「話すこと・聞くこと」、「書くこと」において全国
及び全道を上回ったと考えられる。

平均正答率の推移については、学校が組織
的に授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す
活動を計画的によく行った結果、児童の学習
意欲が高まり、家庭で宿題や予習・復習をよ
くするようになり、全教科で全国を上回ったと
考えられる。

国語Ａの「書くこと」、「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」、国語Ｂの「話すこと・聞くこ
と」、「書くこと」で全国を上回っている。

【長沼町の学力向上策】

◎
◎

学校質問紙

◎

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

長沼町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

国語Ａ

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

国語Ｂ

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

算数Ａ

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0
H19 20 21 22 24 25 26 27 28

算数Ｂ

53.3 

49.6 

56.9 

42.7 

34.6 

30.7 

2.7 

12.4 

9.7 

1.3 

3.4 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長沼町

全道

全国

授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

80.0 

68.7 

70.9 

20.0 

29.3 

27.9 

1.8 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長沼町

全道

全国

授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【生徒質問紙調査】

■長沼町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：70名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○
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○

 【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

国語の授業の中で目標（めあて・ねらい）を示
す活動を計画的に取り入れ、生徒が自分の
考えを話したり、書いたりできるようにしたこと
により、国語Ａの「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」において、全国に最も
近くなったと考えられる。

国語Ａでは「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で他領域に比べて、全国に最も近くなっ
ている。

「学力向上推進委員会」における各種調査の結果分析や「長沼町学習規律試案」の検証
「外国語教育推進委員会」における小・中の学習連携の推進◎

◎

学校質問紙

【長沼町の学力向上策】

授業の中で目標（めあて・ねらい）を示す活動を計
画的に取り入れる取組をよく行った。

数学の授業の中で目標（めあて・ねらい）を示
す活動を計画的に取り入れたことにより、あ
きらめずに考え、自分で計画を立てて勉強す
る生徒の割合が全国及び全道を上回り、数
学Ａの「資料の活用」で全国平均に最も近く
なったと考えられる。

小中一貫教育の導入に向けて、検討委員会の開催、組織の発足を予定◎

数学Ａでは「資料の活用」で他領域に比べて、全
国に最も近くなっている。

「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」と
いう質問に対して、「している」と回答した生徒の
割合が全国及び全道を上回っている。
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化

- 127 -


